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工事名：西宮町地区配水管布設（その１）工事

質問 回答
歩道部の配水管埋設深さについて
φ２５０配水管の歩道部の埋設深さは原則０．７５
ｍであると思いますが、設計では国道南側が０．７
５ｍ、国道北側が１．０ｍとなっています。国道北側
については０．７５ｍではなく、１．０ｍで考えてよろ
しいですか。

　歩道部の配水管埋設深さについては、国道南側
は０．７５ｍ、国道北側は１．０ｍとしております。

[　改良１９　]

国道横断部の直管割付について①
設計では国道横断部を直管５ｍ×４本＋甲切菅２
ｍで割付してありますが、規制対象車線と作業帯
幅の都合上、切菅を増やす必要が出てくる可能性
があります。この場合、切管工費及び直管材料費
の増工は設計変更対象として協議いただけます
か。

　国道横断部の管割付については、設計と現場と
の相違が確認できた場合は受注者と協議します。

国道横断部の配水管割付について②
国道横断部の施工に際しては、天候の良否や交通
誘導員の人員確保の点を踏まえて施工時期を決定
する必要があり、本来一方から順次配管していくの
が理想ではありますが、国道横断部を先行して施
工する必要が生じる可能性があると考えます。この
ような場合、継輪を増工することについて設計変更
対象として協議いただけますか。

　国道横断部の施工手順については、設計と現場
との相違が確認できた場合は受注者と協議しま
す。

国道横断部の機械転圧について
設計図面に「国道部埋戻しは機械転圧とする」とい
う表記があり、設計書の明細表及び単価表では下
層・上層路盤の転圧を搭乗式のタンデムローラー
（１．２～１．５ｔ）による施工と記されています。当該
箇所の１日の掘削延長はＭＡＸ６ｍ（２車線分）程度
であることから、転圧層毎に仮スロープを作成して
転圧層に乗り入れ（自走）するには延長が短すぎる
ため、その都度吊り下し・吊り上げにて施工するこ
とになると考えます。しかしながら、搭乗式のロー
ラーは自走による転圧面への乗入れが標準的であ
り、１層毎に吊り込みするようには考えられていな
いと思われます。また、たとえ吊り込みによる作業
が可能としても幅１．２ｍ×深さ０．７５ｍ（下層路盤
１層目）の掘削開口部に幅１．０ｍ強の搭乗式の機
械を入れて操作するのはかなり難しい作業である
と考えます。鉄輪の線圧は搭乗式の方が大きいで
すが、起振力はむしろハンドガイドローラーの方が
大きく、前後左右の転圧不能範囲や操作性を考え
てもハンドガイドローラーの方がメリットが多いと考
えますが、この点についての考えをご回答願いま
す。

　国道横断部の埋戻しについては、道路管理者と
の事前協議により、搭乗式振動ローラによる機械
転圧が道路占用許可条件であることから設計計上
しております。
　したがって、国道横断部の埋戻しについては、搭
乗式振動ローラによる機械転圧を原則としますが、
現場状況によりハンドガイド式振動ローラを併用し
て機械転圧を行う必要が生じた場合は受注者と協
議します。

隣接工区における片側交互通行規制について
南北の県道部は交通量の多い場所で２工区共に
信号のある交差点があります。このような条件下で
近接して２箇所で片側交互通行規制（昼間）を行う
ことになりますが、道路管理者及び管轄警察署、近
隣住民の皆様のご理解・承諾は得られています
か。

　近接した２箇所で片側交互通行規制を行うことに
ついては、道路管理者及び富山北警察署に対して
は事前協議を行い承諾を得ております。
　なお、近隣住民への説明については、受注者が
確定した後、町内会長を通じて文書等で行うことと
しております。


